




１２３回

■第1部（１５：３０～１７：３５）
　場所：Mウィング６Ｆホール
１） 開会宣言
２） 国歌斉唱
３） ＪＣソング斉唱
４） ＪＣＩクリード唱和
５） ＪＣＩミッション唱和
６） ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和
７） 松本ＪＣ宣言文朗読
８） ２０２０年度理事長挨拶
９） 議長指名
１０） 総会成立宣言
１１） 議事録作成人指名
１２） 議事録署名人指名
１３） 議事
 第１号議案
 　２０２０年度事業報告及び決算承認の件
 第 2号議案
 　２０２１年度役員選考委員会解散の件
１４） 監事総評
１５） 褒賞並びに記念品贈呈
１６） 出向者辞任挨拶
１７） 松本青年会議所役員辞任挨拶
１８） 閉会宣言

■第 2部（１８：００～２０：００）
　場所：Mウィング６Ｆホール
１） 開会宣言
２） プレジデントピンの交換
３） ２０２１年度理事長挨拶
４） 出向者紹介
５） 新入会員紹介
６） 議長指名
７） 総会成立宣言
８） 議事録作成人指名
９） 議事録署名人指名
１０） 議事
 第１号議案
 　２０２１年度年間事業計画（案）
 　及び収支予算書（案）承認の件
１１）監事総評
１２）報告連絡事項
１３）若い我ら合唱
１４）閉会宣言
１５）記念撮影

日時：２０２１年１月１５日（金）　１５：３０～

場所：Mウィング６Ｆホール
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２０２１年度　一般社団法人　松本青年会議所

理事長所信

一般社団法人　松本青年会議所

第６２代理事長　和田　元樹

颯爽たれ

＜基本理念＞

美しくすがすがしい風を巻き起こそう

＜基本方針＞

一．いまだからこそ挑戦をしよう。

一．このまちの魅力と個性を未来へ繋げよう。

一．多様性を尊重し、新時代へ皆で踏み出そう。
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１９４９年、戦後間もない苦難に満ちた時代の中で、日本の再建に責任感と情熱をもった青年有志に

より、明るい豊かな社会の実現を理想に掲げ、日本の青年会議所の運動が始まりました。その熱意に共

感し、各地に青年会議所運動が広がる中で、１９６０年、このまちにも松本青年会議所が設立されまし

た。当時の松本のまちは開発が急激になされる反面、安全や子どもたちの居場所がどこか置き去りにさ

れ、様々な課題が混在しておりました。そんなまちを憂い、このまちの明るい未来を願う若き青年たち

は、経験や知識もない中、挑戦を繰り返し、今日のこのまちの豊かさを築き上げる一助となったのだと

思います。そして私たちは、そんな先人たちの熱き想いにより築かれた豊かな社会に生まれ、その恩恵

の中で何不自由のない生活を送らせていただいております。

私は、２０１６年に松本青年会議所に入会をさせていただき、５年間多くの運動に参加し、また先輩

諸兄がこれまでに起こされた運動に触れ、その熱き想いがこのまちを形作り、彩りを与えているのだと

いうことを知りました。また、文化や言葉の壁を越え、深き友情を積み重ね本年度姉妹締結３０周年を

迎える台南女國際靑年商會をはじめ、各地会員会議所との交流をさせていただく中で、それぞれのまち

を愛する同志たちと接し、様々な魅力や個性を持つまちを訪問させていただき、改めて自分の住まうこ

のまちを見つめなおす機会を得ました。

松本青年会議所では事業構築の過程で、相手を思いやる心や、その場その場でのあるべき姿、なすべ

き行動、自己研鑽を重ね新しいことへ挑戦する姿勢を学びます。私もこれまでの青年会議所活動の中で、

悩み苦しみ眠れない日々もありましたが、仲間や先輩方、また松本青年会議所の運動に携わっていただ

いている多くの人々に支えられていることに気付き、感謝の心とまちへの想いが高くなりました。

まだまだ未熟な青年が仲間とともに議論を重ね、様々な課題解決の模索や魅力的なまちの発信に汗を

かく姿にこそ、ときに人々の心を打つ力があり、新しい時代を築いていくすがすがしさを感じるのだと

思います。

【はじめに】

２０２０年新型コロナウィルスの流行により世界の常識が変わり始めています。人と人との距離に恐

怖心が生まれ、地域のイベントやお祭りなど人々が楽しみにしていた企画や、冠婚葬祭といった人生に

おいての節目ともなる大切な場面にさえも心理的な抑制が掛かっています。２０１９年末までにあった

当たり前の日常は、遠くかけ離れた夢の生活のようにさえ感じ、いつ終わるかわからないこの闘いに人々

は疲弊しています。その一方でコロナ禍以前より挙げられていた「ＣＯ２の削減」や「環境汚染」など

の地球規模での課題は、皮肉なことに人類の経済活動の落ち込みにより改善されました。私たち人類は、

経済第一主義にはいずれ終焉が来て、できるだけ早く別の道を歩まなければならないと分かっていよう

とも、快適な生活を投げうってまで、新しい社会への一歩を踏み出すことができませんでした。強制的

に経済が止まり、新しい生活様式を考え直しているいまだからこそ、環境や生命本来の豊かさを追求し

た新しい道に歩みを進めるべきです。

松本青年会議所はすべての議案にＳＤＧｓを関連付けております。２０２０年度においても多くの持

続可能社会実現への運動が為されました。私たちが運動を展開することで地球の環境改善はもとより、

人々の生活の豊かさがより持続可能になるのであれば、もはやその運動を止めてはならないのだと思い

ます。また、創立から６１年の間に会員構成も変わり、個々の置かれている環境や考え方に多様性が生
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まれてきております。新しい時代へ歩みを進めようとしているいまだからこそ、会員への機会提供の活

発化や会務システム等の効率を向上し、私たちの組織自体が会員の多様性を活かせるように進化をし、

青年会議所運動の可能性を広げていくべきだと考えます。

新しい社会においてこのまちは、世界中からの多くの人々であふれるでしょう。その日のために、ま

た、このまちの宝である子どもたちやその先に続く私たちの子孫のために、私たち松本青年会議所はこ

のまちの更なる発展を夢見て、いまだからやるべきこと、いましかできないことを積み重ねて参ります。

【古き良き誇りの継承】

私たちが愛してやまないこのまちは、見渡す限り美しい山々に囲まれ、澄んだ空気と清らかな水が多

くの動植物と人々の生活に豊かさをもたらしてくれています。また、温泉や歴史的な遺産、それらを形

成する情緒ある街並みは先人たちが育んでくださった私たちの心の拠りどころです。いまの子どもたち

が大人になった時に、故郷であるこのまちを愛してもらえるためにも、歴史的資産や雄大な自然、それ

らを生かしたまちづくりへの意識醸成を図り未来へ継承していかなければなりません。

また、近年自然災害が多発しており、このまちを取り巻く豊かな環境にも保障がありません。新たな

感染症の蔓延もあり、災害や安全への関心が高まっているいまだからこそ正しい知識を身に着け、これ

からも起こりうる未曾有の厄災に対策を講じ、より強靭で古き良き文化を未来へ繋いでいくためのまち

づくりを考える良い機会です。

【新しい社会の創造】

豊かな環境を未来に繋ぎ、いまを生きる人々がより安心して生活を送る社会の実現のために、これま

でとは異なる生活様式や、より地球にやさしい経済活動が求められています。また、持続可能な社会の

実現にむけて人類が解決していかなければならない課題に突破口を開けるのは、平均的な知識ではなく

ズバ抜けたアイディアだと考えます。多様性を尊重し、各々が持つ素晴らしい個性を伸ばしていくこと

が、これからさらに重要視されていくでしょう。

さまざまな社会問題の解決に向けて事業展開をする「ソーシャルビジネス」、これまでとはことなる「多

様性」や「探求性」に重きを置いた教育、「マイクロツーリズム」や「ＬＯＣＡＬ　ＴＯ　ＬＯＣＡＬ」といっ

た新しい観光の在り方、様々なキーワードが生まれ新しい社会に向け地球規模の変革が起きようとして

います。これまでの概念に疑問を持ち、多面的な視野をもって新しい社会の在り方を考えていくべきです。

魅力あふれる地方都市だからこそ大都市とは異なる世界基準を生み出すことができるのだと思います。

【結びに】

青年よ、いまこそ立ち上がろう。これまでの常識や慣れ親しんだ日常を取り戻すためではなく、以前

よりも地球環境や生命本来の豊かさを追求した社会を目指して。私たちの子どもや、その先の世代が明

るく豊かなよりよい暮らしを送るために。私たちの誇りであるこのまちに多くの人々が訪れ私たちと同

じようにこのまちを愛していただけるその日のために。

私たちの先輩諸兄が戦後、豊かな社会を夢見て立ち上がった日と同じように、青年会議所は先の見え

ない世界にこそ、その青年らしき発想と行動で、新しい社会の創造の礎となるべく、颯爽たる挑戦を繰

り返し行っていくべきなのだと信じています。
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【委員会構成】

総務組織変革委員会

・財務運営

・新しい組織運営の形の模索

レジリエント委員会

・災害意識の醸成

・北陸信越地区大会の監修

次世代の学び推進委員会

・多様性を育む社会へ

・地域教育の在り方の発信

ＮＥＷ経済委員会

・新しい働き方の研究

・ソーシャルビジネスの推進

観光響和委員会

・このまちの特色を生かした観光の在り方の模索

・信州まつもと空港の可能性の発信

ヘリテージ継承委員会

・文化財への市民意識の向上

・市民参加型のまちづくりの新しい形

広報拡大委員会

・組織的な広報

・多様性ある組織に向けての拡大

・出向者のサポート

　　

未来のＪＡＹＣＥＥ育成委員会

・青年会議所の基礎の習得

・姉妹青年会議所、友好青年会議所との連携
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副理事長方針

一般社団法人　松本青年会議所

副理事長　澤地　雅弘

颯爽たるためには

２０２０年度、これまでに青年会議所が経験したことのない災害が全世界で発生し、今でも我々の生

活に大きな影響を与えています。新型コロナウイルスの世界的流行により、我々の生活や活動には大き

な変化が生まれました。それと同時に、新たな人と人の繋がり、新たな経済活動等、様々な可能性を皆

が考えるようになりました。

颯爽とは、「人の姿・態度・行動が、さわやかで勇ましいさま」をいいます。２０２１年度、我々は、

颯爽とした姿で、このまちを牽引していくことになります。しかしながら、我々が颯爽たるためには、我々

の組織が堅実であり、堅固であることも必要となります。２０２０年度、新型コロナウイルスの蔓延に

より、我々は、経済、教育、政策等すべての分野において、大きな打撃を受けました。このような状況

下で、我々は、この危機を打開するために、様々な可能性を考えるようになりました。私たちが、颯爽

たるために、今こそ、組織の体制を今一度見直し、そして、堅牢堅固な組織という固い地盤の下、颯爽

たる姿で、２０２１年度の活動をおこないます。

また、２０２１年度、当会議所は、公益社団法人日本青年会議所北陸信越地区協議会第６３回地区

フォーラムの主幹青年会議所となっております。新型コロナウイルス流行が続く中、我々に青年会議所

の運動として、どのような可能性があるかを検討し、これまでの慣行にとらわれない地区フォーラム開

催を目指します。

２０２０年度は、新型コロナウイルスの蔓延のニュースが飛び交う一方、令和２年７月豪雨災害等の

自然災害が発生しております。毎年のように、発生する自然災害に対して、我々が無力であってはいけ

ません。当会議所が有事の際、どのような対応をとるべきか具体的行動をもって示していきます。

新型コロナウイルスの流行により我々を含めた全人類が、大きな打撃を受けております。２０２１年

度は、このような危機も乗り越え、新たな青年会議所の組織づくりを目指します。
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副理事長方針

一般社団法人　松本青年会議所

副理事長　金井　佑輔

颯爽と走ろう

２０２１年度のスローガンは「颯爽たれ」になります。私は、颯爽と走ろうと思います。なぜ走るか。

青年会議所は単年度制だからです。２０２１年度という限られた時間の中で何かを成すには走りながら

考え、実行していくしかありません。２０２０年３月以降、我が国は新型コロナウイルス感染拡大の影

響により、我々の生活や働き方、価値観に大きな変化が生まれました。緊急事態宣言、３密の回避や新

しい生活様式の推奨、リモートワーク等の新しい働き方への対応など、前例にないことが続いておりま

す。そのような状況の中でこのまちに対して何かを成すということは大変に難しく、険しいことであり

ます。歩いている暇はありません。いまある課題にしっかりと向き合い、走りながら考え、実行してい

きます。

また走る際に心がけたいことが２点あります。１点目は、私は青年会議所に入会してから経済系の委

員会に長く所属してきました。そこで感じたことは、経済の世界は「若さ」だけでは動かせないこと。

そして「新しい発想」を持って取り組まなければならないことです。一代目、二代目の集まりではなく、

新経営者としての自覚と責任に徹し、因習的圧力をはね返すたくましいド根性と実行力、そして新しい

発想を持って、このまちに持続可能な新しいモデルを構築していきます。２点目は未来のリーダーを育

てる意識です。昨今のコロナ禍の様に、またいつの日か国難が訪れても、未来のリーダーがこのまちを

救ってくれることでしょう。そのためには日頃から、将来のリーダーになるべき人材を育成する環境づ

くりに努めることが大切だと考えます。その取り組みとして将来の颯爽たるリーダーを育成するために、

子どもたちの力を十分に発揮する場の提供、次世代教育のあり方を考え、新しい概念を発信していきま

す。そして、このまちの人々に必要とされる、「心に響く」事業を行っていきます。

先人たちが戦争や経済危機、自然災害など国難を乗り越えたからこそ、私たちが存在していることを

忘れず、大きな理想、未来への期待を強く持ち、希望に満ちた明るい豊かな社会のために、颯爽と走り、

このまちに美しくすがすがしい風を巻き起こしていきます。
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副理事長方針

一般社団法人　松本青年会議所

副理事長　百瀬　智之

『和田理事長がやると言ったことは、やる。』
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副理事長方針

一般社団法人　松本青年会議所

副理事長　加藤　賢一

颯爽たる物見の侍へ

青年会議所活動が始まって以来最大のパンデミックである新型コロナウイルスは瞬く間に広がり世界

中で猛威をふるっています。人類の歴史は感染症との闘いと言われるようにいくつものパンデミックを

乗り越えて生き延びてきました。数ある感染症と人類は共存しています。新型コロナウイルスは大切な

人の命を奪う恐ろしい感染症です。けれどもずっと家に閉じこもっているわけにはいかない。こんな時

だからこそ地域のリーダーである我々が率先して、明るい豊かな社会を築くために行動しなければなり

ません。我々には知識と知恵があります。やみくもに恐れるのではなく、正しい知識で正しく恐れる。

そして新しい知恵と工夫で２０２１年度の運動を展開します。

青年会議所が他の団体と決定的に異なる点は、意識変革団体であるという点です。ＪＡＹＣＥＥは市

民の意識を変えることで地域やまちを変え、ひいては国や世界を変えていくのです。そのためには、志

を同じくする会員を募ることで運動の発信効果を高めることが必要となります。価値観や環境が多様化

した今、社会的立場が異なる会員の拡大が必要になっています。２０２０年度に準会員規程を活用しや

すいように改定しました。新しい規程を活用し、今までとは違ったアプローチを模索していきます。そ

して会員拡大は担当委員会だけが担う事業ではなく、ＪＣＩ松本の全体事業であることをメンバー全員

に訴えていきます。

このまちの魅力をどれだけ語れるでしょうか？　「灯台下暗し」ということわざがあるように身近な

魅力や個性はかえってわかりにくいことがあります。ＪＣには出向という機会があり、外へ出て初めて

気付くこのまちの魅力も多くあります。出向に挑戦するメンバーは、多様的な思考でこのまちやＪＣＩ

松本をより盛り上げてもらいたいと思います。そして、ＪＣＩ松本には姉妹青年会議所、友好青年会議

所との交流があります。先輩諸兄が長きに渡り繋いできてくれた深い絆です。今後はメンバー間の交流

だけでなく行政、民間と一体になってお互いのまちの魅力や個性を発信し、未来へ繋げていく必要があ

ります。

時代にあった運動を展開し、美しくすがすがしい風を全員で巻きおこしましょう。
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専務理事方針

一般社団法人　松本青年会議所

専務理事　中野　英二

すべてを繋ぐ架け橋

ＪＣＩ松本は、創立以来、多くの諸先輩方が、このまちの魅力と個性を育み、情熱をもってその時代

に即した運動をおこし、今日まで歴史を築いて参りました。諸先輩方が築いたこの歴史に感謝しつつ私

たち現役メンバーは新たな歴史を刻む責任があります。明るい社会の実現に向けて、今の時代に合致し

た志向を持って、より広がりのある運動を行っていく必要があると考えます。

２０２０年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で日本のみならず全世界で過去にない甚大な影響

を受ける年となりました。私は、２０２０年度新入会員として、平時の当会議所を知りませんが、逆に

有事にしか経験できない貴重な一年間を過ごすことができたと思っております。そこで信頼関係を築き、

仲間との絆の大切さを学ぶことができました。この経験を活かし、私は、専務理事として強い「覚悟」

と「情熱」を持って和田理事長を支えます。

関わるすべての人と徹底したコミュニケーションを図り、専務理事として下記の目標を達成致します。

（１）理事長の補佐

（２）事務局内で徹底した連携を図り、役員会・理事会の効果的かつ効率的な運営を行う

（３）各委員会との連携を図り、委員会運営をサポート

（４）一般渉外及び他の青年会議所、外部団体との連携により組織の活性化を図る

コミュニケーションをとることで、お互いの意見、意思、考え、価値観を共有することができます。

そうすることで、当会議所全体が理事長所信に対し方向性をより同じくすることができ、当会議所の更

なる発展の一助となると確信しています。

最後に、まだまだ経験の浅い私にも関わらず、専務理事という大任を頂き大きな成長の機会を下さっ

た和田理事長ならびに当会議所メンバーの皆様に心より感謝申し上げます。

誇りを持ち、颯爽たる雄姿で新しい社会を創造して参る所存です。
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事務局長方針

一般社団法人　松本青年会議所

事務局長　上條　僚士

２０２０年度、新型コロナウイルス感染拡大により、ＪＣＩ松本は感染症対策を模索しながら行われ

てきました。新たな議論の方法など昨年の経験から今後に活かせることは活かしスムーズな事務局運営

を行い、ＪＣＩ松本会員一人ひとりが、集中して運動ができる環境を整備していきます。そのためにも

私自身が青年会議所での運動に対して思いやりをもって行動します。役員会や理事会に対しても思いや

りを持って行動することにより、より良い議論が行われるようになればＪＣＩ松本の価値も高まり、ま

ちから更に必要とされる組織になると考えます。

また、円滑に会議ができるような設えと効率的に議論のできる場の提供を心掛けます。そのためにも

積極的にＩＣＴを活用し、前例に捉われず会務システム改善を進めてまいります。そして、ＪＣＩ松本

も自分自身も成長し、次年度にさらにレベルアップした状態で引き継げるよう努力いたします。

今回、事務局長という役職をいただきまして、うれしい反面、責任の重大さに身の引き締まる思いで

す。思いやりをもって考動し、理事長、専務理事はじめＪＣＩ松本会員をしっかりと下支えし、このま

ちの空に大輪を咲かせるよう一年間走り続けることをお約束して事務局長方針とさせていただきます。

【事務局長運営方針】

（１） 専務理事の補佐

（２） 事務局の運営管理

（３） 役員会、理事会、各会議の時間短縮に向けた改善。
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直前理事長方針

一般社団法人　松本青年会議所

直前理事長　小林　篤史

過去と未来を繋ぐ架け橋となる

２０２０年度の運動の終焉と同時に２０２１年の新しい運動が始まりました。２０２１年度は直前理

事長として、そしてＪＣＩ松本の一会員として、対外・対内において様々なシーンで架け橋となること

を目標に活動をしてまいります。

対外事業としては、第６３回北陸信越地区フォーラムの主管をさせていただきます。主管青年会議所

の立候補をしてから前年度開催地との引継ぎに至るまでは２０２０年度の理事長として多くのシーンに

携わらせていただきました。本年度は北陸信越地区協議会に出向をさせていただく機会もいただきまし

た。北陸信越地区にある６７の会員会議所の皆様との友情を育み、松本の魅力を伝えると共に、事業の

運営が円滑にそして地域に及ぼす効果の最大化を図れるようにサポートしてまいります。

　

また、姉妹青年会議所である台南女國際青年商會との交流３０周年も両青年会議所の交流の軌跡を辿

るとともに、今後さらに発展させる為の大切な機会であると捉えております。ここまで繋いでいただい

た両青年会議所の先輩諸兄に感謝の意を示すと共に、現役会員にもしっかりと交流の意義意味を理解し

てもらうように背中を見せて行きたいと考えております。

　

２０２０年度は先輩諸兄、賛助会員、そしてＪＣＩ松本に在籍する全ての会員にお世話になりました。

２０２１年度の運動が昨年よりも、さらに光り輝き、愛する郷土に住まう人々に大きな衝撃と深い影響

を与えられるように邁進してまいります。
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監事方針

一般社団法人　松本青年会議所

監事　滝澤　　顕

２年振りに外部監事として、再び松本青年会議所に２年間お世話になることなりました。

在籍５年間という短い経験の中ではありますが、頂いた経験から恩を返せるチャンスを和田理事長か

ら頂きました。

昨年発生した、新型コロナウィルスがいまだ蔓延している世の中ではありますが、この苦境の中だか

らこそ、青年会議所の存在意義があり、果敢に挑戦できる年である思います。

松本青年会議所のメンバーの皆さんがこのまちの魅力と個性を未来へ繋げ、颯爽と駆け抜ける姿を、

外部監事という立場から後押しながら、１年間全うしていきたいと思います。
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監事方針

一般社団法人　松本青年会議所

監事　平林　正浩

「青年らしき眼差しで」

２０２０年に卒業の身となりましたが、第６２代和田元樹理事長からのご縁を頂き、外部監事を務め

させて頂く事になりました。

２０２１年度のＪＣＩ松本の運動において、全てのメンバーが〝青年らしき眼差し〞を持って、成長

の機会を得ることができ、一人ひとりが〝美しくすがすがしい風を巻き起こせる〞ように、外部監事と

して、客観的な視点から方向性や運営全般を監査し、職を全うさせて頂きます。

一年間よろしくお願い致します。
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欣逢姊妹會 松本青年會議所欣逢姊妹會 松本青年會議所

理事長交接暨理監事團隊就職典禮理事長交接暨理監事團隊就職典禮

綵緹 謹代表台南女青商全體會友獻上誠摯的祝福綵緹 謹代表台南女青商全體會友獻上誠摯的祝福

感謝 小林篤史理事長帶領的 2020 團隊的付出與辛勞感謝 小林篤史理事長帶領的 2020 團隊的付出與辛勞

今年因為疫情關係在承辦活動及觀光推動上雖受影響今年因為疫情關係在承辦活動及觀光推動上雖受影響

但仍帶領團隊盡力推展 , 並發起募款活動支援因暴雨受災的人但仍帶領團隊盡力推展 , 並發起募款活動支援因暴雨受災的人

兩會的情誼更是透過線上連結而更加緊密並深厚兩會的情誼更是透過線上連結而更加緊密並深厚

感謝 小林篤史理事長今年的帶領才能有豐碩的成果感謝 小林篤史理事長今年的帶領才能有豐碩的成果

交接不僅是傳承也是承擔另一個責任的開始交接不僅是傳承也是承擔另一個責任的開始

相信在 和田元樹理事長及所有理監事和會友的共同努力下相信在 和田元樹理事長及所有理監事和會友的共同努力下

都能依年度工作計畫如期完成 , 帶領松本青年會議所邁向另一個高峰都能依年度工作計畫如期完成 , 帶領松本青年會議所邁向另一個高峰

更期待明年兩會締盟 30 週年 , 交流時能激盪出更多的火花更期待明年兩會締盟 30 週年 , 交流時能激盪出更多的火花

最後 綵緹謹代表台南女青商暨全體會友祝賀最後 綵緹謹代表台南女青商暨全體會友祝賀

松本青年會議所交接典禮 圓滿成功 , 會務昌隆松本青年會議所交接典禮 圓滿成功 , 會務昌隆

與會嘉賓 身體健康 , 順心如意與會嘉賓 身體健康 , 順心如意

台南女國際青年商會台南女國際青年商會

２０２１年度　會長　２０２１年度　會長　顏綵緹顏綵緹

松本青年会議所、理事役員メンバー及び監事交代就任に際し、台南女国際青年商會を代表して、私、

綵緹綵緹より心よりお祝いを申し上げます。

まずは、小林篤史理事長を中心とした２０２０年メンバーの努力と献身的な活動に対して感謝と敬意

を評します。

ご周知の通り、本年は新型コロナウイルスの世界的な蔓延により青年会議所の活動も制限を余儀なく

され、相互観光事業も大きな影響を受けることになりました。

その様な状況下においても、豪雨災害に見舞われた被災地への募金活動を機動的に実施するに至る

リーダーシップを発揮した小林篤史理事長に対し、改めて感謝の言葉をお伝えいたします。

台南女国際青年商會と松本青年会議所の交流もオンラインに限られつつも、より一層身近に、そして

深い繋がりへと成長を遂げました。

理事長の交代は単に役割の交代だけでなく、新たな責任の開始を意味します。和田元樹新理事長はじ

め新たに就任される役員、監事の皆様には松本青年会議所の事業計画を完璧に遂行し新たな高みへと導

かれることを強く信じております。

私は２０２１年に予定されている交流３０周年事業を非常に楽しみにしております。私たちの関わり

の過程が、まさに火花散るような熱いものになるはずです。

最後になりますが、台南女国際青年商會を代表して、私、綵緹綵緹より松本青年会議所の理事役員交代が

盛大に執り行われたことを改めてお祝い申し上げます。

皆様の健康とご多幸を祈念しております。

台南女国際青年商會

２０２１年度　會長　２０２１年度　會長　顏綵緹顏綵緹



委員会事業計画

２０２１年スローガン

颯爽たれ



̶16̶

20
21
年
度
　
委
員
会
年
間
事
業
計
画

総
務
組
織
変
革
委
員
会

◎
松
岡
　
一
成
 
〇
古
畑
　
晋
平

　
松
田
　
憲
明
 
　
横
井
　
和
雄
 
　
由
比
ヶ
浜
宏

　
長
田
　
玲
香
 
　
甕
　
　
貴
英
 
　
沈
　
　
仲
達

１
）
委
員
会
方
針

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
２
０
２
１
年
も
社
会
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
第
２
波
、
第
３
波
、
も
し
く
は
新
た
な
感
染
症
が
蔓
延
す
れ
ば
松
本
青
年
会
議
所
の
活
動
は
制
限
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
に
私
た
ち
は
歩
み
始
め
る
手
段
を
得
ま
し
た
。
私
た
ち
は
そ
の
歩
み
を
制

限
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
そ
の
先
へ
加
速
し
て
い
く
た
め
に
は
新
た
な
知
識
と
経
験
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が

持
続
可
能
な
活
動
を
続
け
て
い
く
礎
と
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
多
く
の
人
の
考
え
方
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
変
化
し
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
人
の
心
に
も
大
き
く
影
響
を
あ
た
え
、〝
思
い
や
り
〞
や
〝
感
謝
の
心
〞
が
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
を
支
え
て
い

ま
す
。
刻
一
刻
と
変
わ
る
人
と
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
委
員
会
で
は
各
会
員
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
寄
り
添
い
な
が
ら
全
員
で
走
り
続
け
ら
れ
る
組
織
を
目
指
し
て
、
以
下
の
点
を
重
視
し
活
動

し
て
参
り
ま
す
。

【
環
境
に
適
応
し
た
総
務
運
営
】

経
済
活
動
の
変
化
で
、
環
境
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
を
コ
ロ
ナ
禍
の
私
た
ち
は
強
く
認
識
し
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
で
も
環
境
に
配
慮
し
た
総
務
運
営
が
Ｊ
Ｃ
活
動
に
必
要
と
捉
え
、
紙
の
削
減
・
資
源
の
節
約
を
目
的
と

し
た
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
を
促
進
い
た
し
ま
す
。
例
会
や
事
業
の
際
に
は
、
い
ま
だ
事
務
手
続
き
や
ア
ナ

ロ
グ
で
の
接
触
機
会
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
次
世
代
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
で
き
る
限
り
事
務
手
続

き
を
低
減
し
、
接
触
の
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
促
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
本
来
必
要
な
接
触
機
会
を
減
ら
す
こ

と
な
く
Ｊ
Ｃ
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

【
新
し
い
生
活
様
式
と
組
織
変
革
】

多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
と
い
う
言
葉
が
日
本
に
広
が
り
始
め
て
か
ら
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
に
象
徴
さ
れ
る
性

別
、
そ
し
て
国
籍
や
年
代
、
職
業
な
ど
社
会
の
意
識
変
革
が
お
き
て
い
ま
す
。
率
先
し
て
活
動
を
し
て
い
く
た
め
、

特
に
対
内
運
営
に
お
い
て
は
旧
来
の
価
値
基
準
を
変
革
し
、
他
者
を
理
解
し
、
組
織
も
そ
の
在
り
方
を
尊
重
で
き

る
よ
う
な
運
用
を
検
討
・
実
施
し
ま
す
。

【
基
金
活
用
に
向
け
た
検
討
】

松
本
青
年
会
議
所
の
多
く
の
先
輩
方
が
積
み
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
基
金
を
、
私
た
ち
現
役
会
員
が
ど
の
よ
う
に

運
用
し
て
い
く
の
か
を
考
え
、
ま
と
め
、
伝
え
て
い
く
機
会
を
創
出
し
ま
す
。
い
ず
れ
訪
れ
る
〝
必
要
な
ト
キ
〞

に
迅
速
で
確
実
な
方
法
を
も
っ
て
活
用
す
る
た
め
に
行
動
を
起
こ
し
ま
す
。

≪
松
本
青
年
会
議
所
と
は
何
か
を
考
え
る
機
会
の
創
出
≫

メ
ン
バ
ー
の
学
ぶ
機
会
の
創
出
を
検
討
し
、
必
要
な
時
に
実
施
で
き
る
準
備
を
常
に
行
い
ま
す
。

２
）
事
業
計
画

①
事
　
業
　
名
：
１
２
３
回
定
時
総
会

目
　
　
　
的
：
第
２
部
：
２
０
２
１
年
度
委
員
会
方
針
、
予
算
承

認
。
第
３
部
：
２
０
２
１
年
度
松
本
Ｊ
Ｃ
運
動
方

針
の
外
部
へ
の
発
信
。
来
賓
の
お
も
て
な
し
。

方
法
・
手
段
：
 ・
各
方
針
の
情
報
共
有
。

 
・
新
し
い
生
活
様
式
の
徹
底
。
外
部
に
対
し
て
運

動
方
針
の
発
信
。

②
事
　
業
　
名
：
デ
ジ
タ
ル
技
術
（
Ｄ
Ｘ
）
を
活
用
し
た

 
　
　
次
世
代
の
会
務
運
営
事
業

目
　
　
　
的
：
 Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
で
、
ス

ム
ー
ズ
で
健
全
な
会
務
運
営
を
可
能
す
る
。

方
法
・
手
段
：
 ・
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
る
事
業
者
に
よ
る
勉
強
会

 
・
松
本
青
年
会
議
所
で
の
活
用
方
法
の
検
討

③
事
　
業
　
名
：
３
月
第
二
例
会

 
　
　
基
金
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
会
議

目
　
　
　
的
：
基
金
の
理
解
を
深
め
、
い
つ
か
来
る
そ
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
の
現
役
メ
ン
バ
ー
の
意
識
合
わ
せ
を

行
い
、
シ
ニ
ア
会
に
提
言
す
る
。

方
法
・
手
段
：
 ・
基
金
の
歴
史
発
表
（
活
用
事
例
・
存
在
理
由
）

 
・
基
金
の
活
用
方
法
の
検
討
・
集
約

④
事
　
業
　
名
：
６
月
第
一
例
会

目
　
　
　
的
：
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
時
代
に
適
応
す
る
た
め
、
必

要
な
変
革
を
調
査
・
分
析
し
共
有
す
る
。

方
法
・
手
段
：
・
１
０
年
後
の
あ
る
べ
き
姿
の
創
出

 
・
組
織
変
革
に
必
要
な
知
識
の
共
有

⑤
事
　
業
　
名
：
７
月
第
二
例
会

 
　
　
基
金
活
用
と
定
款
の
変
革
事
業

目
　
　
　
的
：
 基
金
活
用
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、〝
必

要
な
ト
キ
〞
に
使
用
で
き
る
と
い
う
意
識
付
け
を

行
う
と
と
も
に
実
際
行
動
の
準
備
と
す
る
。

方
法
・
手
段
：
 ・
基
金
活
用
の
ス
キ
ー
ム
を
検
討

 
・
検
証
、
分
析
及
び
結
果
の
提
言
。

⑥
事
　
業
　
名
：
第
１
２
４
回
定
時
総
会

目
　
　
　
的
：
 第
１
２
４
回
定
時
総
会
：
次
年
度
理
事
長
所
信
・

組
織
の
承
認
。

方
法
・
手
段
：
 ・
総
会
の
出
席
確
認
、
委
任
状
提
出
の
徹
底
。

 
・
厳
粛
か
つ
円
滑
な
総
会
運
営
。

⑦
事
　
業
　
名
：
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
化
を
目
指
し
た
組
織
変
革
事
業

目
　
　
　
的
：
 会
議
や
事
業
へ
の
参
加
に
必
要
な
取
り
決
め
に
つ

い
て
の
検
討
・
検
証
し
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
や
す
い
新
た
な
組
織
体
制
の
創
造
。

方
法
・
手
段
：
 ・
メ
ン
バ
ー
へ
の
事
前
調
査
の
共
有

 
・
組
織
と
し
て
必
要
な
変
革
と
は
何
か
を
提
言

⑧
事
　
業
　
名
：
１
２
月
第
二
例
会

目
　
　
　
的
：
 卒
業
生
の
熱
い
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
残
る

メ
ン
バ
ー
の
飛
躍
に
繋
げ
る
場
と
す
る
。

方
法
・
手
段
：
 卒
業
生
の
学
び
、
経
験
、
知
識
、
想
い
を
、
残
る

メ
ン
バ
ー
へ
引
き
継
ぐ
場
を
提
供
す
る
。

３
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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20
21
年
度
　
委
員
会
年
間
事
業
計
画

レ
ジ
リ
エ
ン
ト
委
員
会

◎
柳
沢
　
昌
司
 
〇
宮
坂
　
　
豪

　
石
曽
根
健
司
 
　
小
野
　
大
輔
 
　
切
手
　
拓
也

　
濱
　
　
尭
二
 
　
松
井
　
愛
実

１
）
委
員
会
方
針

【
人
と
人
　
地
域
と
世
界
を
繋
ぐ
礎
と
な
る
】

我
々
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
委
員
会
は
、
愛
し
守
る
べ
き
郷
土
と
大
切
な
人
々
の
た
め
に
、
多
様
な
価
値
観
の
尊
重

と
青
年
ら
し
い
発
想
と
行
動
を
も
っ
て
、
持
続
可
能
で
笑
顔
溢
れ
る
地
域
社
会
の
新
時
代
を
切
り
拓
き
、
強
靭
で

古
き
良
き
文
化
を
未
来
へ
繋
ぐ
責
務
を
果
た
し
ま
す
。

多
様
な
価
値
観
を
学
び
、
自
ら
が
進
化
の
起
点
と
な
り
、
地
域
を
牽
引
す
る
原
動
力
と
な
ろ
う
！

１
９
６
６
年
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
の
創
立
７
年
目
に
「
創
始
の
精
神
」
を
受
け
継
ぎ
、
次
代
に
繋
ぐ
た
め
に
多
く
の

先
輩
諸
兄
が
地
域
の
未
来
を
想
い
、
覚
悟
を
も
っ
て
北
陸
信
越
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
こ
の
松
本
の
地
で
開
催
致
し

ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
、
１
９
９
３
年
以
来
２
８
年
の
時
を
経
て
、
公
益
社
団
法
人
　
日
本
青
年
会
議
所
　
北
陸

信
越
地
区
協
議
会
　
第
６
３
回
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
主
管
致
し
ま
す
。
い
ま
を
生
き
、
い
ま
だ
か
ら
こ
そ
新
た
な

挑
戦
を
す
べ
き
我
々
が
、
多
く
の
先
輩
諸
兄
が
こ
の
ま
ち
を
想
い
、
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
の
結
晶
に
新
た
な
可

能
性
と
感
性
を
融
合
さ
せ
た
運
動
を
創
造
し
て
、
新
た
な
社
会
の
在
り
方
を
考
え
、
多
く
の
人
々
に
我
々
の
考
え

る
未
来
へ
の
想
い
を
伝
播
す
る
機
会
を
創
出
し
ま
す
。
北
陸
信
越
地
区
に
所
属
す
る
各
地
会
員
会
議
所
メ
ン
バ
ー

と
の
友
情
を
育
み
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
に
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
の
確
固
た
る
当
事
者
意
識
の
醸
成
と
確
か
な
成
長
を
通

じ
て
、
強
い
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
た
共
感
と
と
も
に
生
き
た
証
を
刻
み
、
地
域
発
展
と
い
う
美
し
い
物
語
と
多

く
の
感
動
を
松
本
の
地
か
ら
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

近
年
の
気
候
変
動
等
に
よ
り
、
予
測
不
能
な
豪
雨
（
雪
）
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
日
本
各
地
で
多
発
し
て

い
ま
す
。「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
。」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
甚
大
な
被
害
に
至
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
重
な
り
、
い
ま
ま
で
の
生
活
様
式
を
見
直
し
、
被
災
後
の

生
活
や
災
害
復
旧
現
場
で
の
感
染
症
対
策
が
必
要
に
迫
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
と
は
異
な
っ
た
防
災
・
減
災
意

識
、
災
害
時
の
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
、
長
野
県
北
部
・
中
部
地
震
か
ら
１
０

年
が
経
過
し
ま
す
。
過
去
の
経
験
を
風
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
生
命
の
尊
さ
を
知
り
、
事
実
と
向
き
合
い
、
検

証
を
行
い
、
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
次
な
る
災
害
に
備
え
る
時
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
有
事
の
際
に
も
具
体
的
行
動
を
も
っ
て
、
そ
の
責
務
を
地
域
へ
示
し
て
い
き
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
尊
い
生
命
と
郷
土
の
財
産
を
守
る
強
靭
な
自
助
・
共
助
・
公
助
の
確
立
と
関
係
諸
団
体
と
の
更

な
る
関
係
構
築
を
推
進
し
て
、
我
々
の
存
在
が
地
域
に
と
っ
て
の
生
き
た
教
訓
と
な
る
よ
う
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

２
）
事
業
計
画

①
事
　
業
　
名
：
２
月
第
一
例
会

目
　
　
　
的
：
・
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
意
義
を
理
解

す
る
。

 
・
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
当
事
者
意
識
醸
成

を
図
る
。

 
・
地
区
協
議
会
と
の
意
識
統
一
を
図
る
。

方
法
・
手
段
：
 ・
過
去
、
そ
の
他
大
会
の
調
査
・
分
析
・

発
表
。

 
・
松
本
大
会
の
仮
説
・
検
証
。

 
・
関
連
諸
団
体
と
の
連
携
。

②
事
　
業
　
名
：
地
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
連
す
る
事
業

目
　
　
　
的
：
・
松
本
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
発
信
、

市
民
参
加
型
の
世
界
基
準
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
践
す
る
。

方
法
・
手
段
：
 ・
地
区
協
議
会
、
関
連
諸
団
体
と
の
連
携
。

 
・
地
域
特
性
や
強
み
を
考
え
た
事
業
の
実

施
。

 
・
滞
在
日
数
を
増
や
す
施
策
の
実
施
。

③
事
　
業
　
名
：
防
災
意
識
向
上
事
業

目
　
　
　
的
：
・
災
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
得
る
。

 
・
自
助
、
公
助
、
共
助
の
在
り
方
を
知
り
、
次
な
る
災

害
に
対
す
る
対
策
を
講
じ
、
防
災
ス
キ
ル
の
向
上
を

図
る
。

方
法
・
手
段
：
 ・
有
識
者
と
の
意
見
交
換
、
関
連
諸
団
体
と
の
連
携
、

共
同
事
業
の
実
施
。

 
・
各
世
代
に
対
す
る
行
動
喚
起
と
し
て
、
出
前
講
座
、

防
災
訓
練
、
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を
実
施
。

④
事
　
業
　
名
：
１
０
月
第
一
例
会

目
　
　
　
的
：
・
当
会
議
所
の
存
在
意
義
を
発
信
す
る
。

 
・
個
人
、
企
業
、
地
域
に
お
い
て
の
必
要
な
行
動
・
活

動
を
明
確
に
す
る
。

方
法
・
手
段
：
１
年
間
の
事
業
か
ら
検
証
し
た
内
容
を
市
民
目
線
で
発

信
す
る
。

３
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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20
21
年
度
　
委
員
会
年
間
事
業
計
画

次
世
代
の
学
び
推
進
委
員
会

◎
今
関
　
尚
子
 
〇
飯
田
　
　
樹
 
〇
今
井
　
泰
司

　
赤
羽
俊
太
郎
 
　
大
嶋
　
尚
志
 
　
片
瀬
　
　
悠

　
倉
科
　
俊
浩
 
　
濵
　
　
雄
大

１
）
委
員
会
方
針

誰
も
が
思
い
描
い
て
い
た
も
の
と
は
全
く
違
う
姿
で
や
っ
て
き
た
２
０
２
０
年
。
こ
れ
ま
で
の
生
活
や
価
値
観
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
ま
で
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
「
新
し
い
生
活
様
式
」 
に
基
づ
き

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
て
い
く
力
を
ど
う
育
む
の
か
、
次
世
代
の
あ
る
べ
き
「
学
び
」
を
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
教
育
の
形
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
の
日
常
に
、

不
安
や
い
ら
だ
ち
が
潜
み
膨
ら
ん
で
い
る
問
題
も
見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。
希
望
と
深
刻
さ
の
間
に
お
い
て
、
私
た
ち

は
次
の
フ
ェ
ー
ズ
を
自
分
た
ち
の
手
で
作
る
機
会
を
手
に
し
ま
し
た
。
年
間
を
通
じ
て
人
と
繋
が
り
、
対
話
か
ら

生
ま
れ
る
共
感
を
大
切
に
し
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
意
識
改
革
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
変
化
を
楽
し
む
、
ま

さ
に
転
換
期
。
そ
ん
な
時
代
の
、
わ
た
し
た
ち
の
役
割
と
は
。

【
松
本
次
世
代
教
育
事
業
】

学
校
が
止
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
学
び
も
止
ま
り
、
教
育
格
差
が
現
実
的
に
な
っ
た
２
０
２
０
年
。
奇
し
く
も
同

時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
S
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.
0
時
代
の
到
来
を
見
据
え
た
新
学
習
指
導
尊
要
領
の
全
面
実
施
、 
そ
し

て
そ
の
実
践
を
支
え
る
た
め
の
GI
GA
ス
ク
ー
ル
構
想
や
、
学
校
と
地
域
の
連
携
な
ど
の
取
組
み
も
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
「
学
都
松
本
」
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
２
０
２
０
年
代
を
通
じ
て
実
現
を
め
ざ
す
学
校
教
育

の
在
り
方
と
教
育
改
革
の
方
向
性
を
確
認
し
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち
の
能
力
に
合
わ
せ
た
「
だ
れ
ひ
と
り
取
り
残

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
」
を
実
現
を
す
る
た
め
、「
こ
の
課
題
が
解
決
で
き
る
」「
こ
う

い
う
解
決
策
も
取
り
う
る
」
と
い
う
前
向
き
な
議
論
を
、
市
民
、
行
政
、
教
育
現
場
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
含
め
た
先
進
的
な
手
法
を
用
い
た
解
決
策
を
見
出
す
こ
と
は
、

松
本
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
社
会
に
暮
ら
す
我
々
が
未
来
を
見
据
え
る
上
で
価
値
あ
る
こ
と
で
す
。
当
会
議
所
が
考
え

る
多
面
的
な
次
世
代
教
育
の
あ
り
方
、
学
び
の
あ
り
方
を
考
え
、
共
有
し
、
発
展
さ
せ
ま
す
。

【
エ
ー
ル
事
業
】

様
々
な
立
場
・
環
境
に
身
を
置
く
青
少
年
が
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
ず
明
る
い
未
来
を
描
け
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
現
在
の
学
校
教
育
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
新
た
な
自
己
実
現
の
枠
組
み
」
を
構
築
す
る
こ
と
で
、「
だ
れ

ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
な
い
、自
分
ら
し
い
居
場
所
や
活
躍
の
場
づ
く
り
」
の
き
っ
か
け
を
創
出
し
ま
す
。「
居
場
所
」

は
、
自
分
の
力
で
見
つ
け
、
自
分
の
力
で
作
り
上
げ
て
ほ
し
い
。
大
人
か
ら
与
え
ら
れ
る
居
場
所
よ
り
も
、
き
っ

と
生
き
て
い
く
力
に
な
り
ま
す
。
そ
の
力
は
、
未
来
の
彼
ら
彼
女
ら
を
支
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
背
中
を

押
す
の
は
、
私
た
ち
で
す
。

２
）
事
業
計
画

①
事
　
業
　
名
：
３
月
第
一
例
会

目
　
　
　
的
：
 受
け
継
ぐ
も
の
と
必
要
な
改
革
を
共
有
し
、
現
在

の
学
校
教
育
が
抱
え
る
課
題
を
考
え
る
。
地
方
都

市
松
本
の
「
教
育
」
の
あ
る
べ
き
姿
へ
の
、
ポ
シ

テ
ィ
ブ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
す

る
。

方
法
・
手
段
：
 Ⅰ
『
学
都
松
本
』『
松
本
青
年
会
議
所
』
の
教
育

事
業
の
歴
史
、
次
世
代
教
育
に
関
す
る
調
査
発

表
 

Ⅱ
専
門
家
に
よ
る
現
状
の
共
有

 
Ⅲ
委
員
会
の
取
り
組
み
の
提
案

②
事
　
業
　
名
：
松
本
次
世
代
教
育
事
業

目
　
　
　
的
：
 次
の
時
代
の
教
育
を
市
民
と
考
え
る
機
会
を
作

り
、
こ
れ
ま
で
の
概
念
を
突
破
し
う
る
意
識
変
革

を
も
た
ら
す
。

方
法
・
手
段
：
 Ⅰ
市
民
、行
政
、企
業
が
課
題
を
共
有
し
、フ
ラ
ッ

ト
な
議
論
を
巻
き
起
こ
す
。

 
Ⅱ
こ
れ
か
ら
に
繋
が
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作

る
 

Ⅲ
そ
の
他
関
連
す
る
事
業

③
事
　
業
　
名
：
エ
ー
ル
事
業

目
　
　
　
的
：
 与
え
ら
れ
た
環
境
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
を
超
え

て
、
新
た
な
出
会
い
や
共
感
の
中
で
生
ま
れ
る
体

験
や
経
験
に
よ
り
、
そ
の
子
な
ら
で
は
の
「
自
分

の
未
来
を
つ
く
る
力
」
を
育
む

方
法
・
手
段
：
 Ⅰ
好
奇
心
や
創
造
力
を
起
点
に
し
た
、「
や
っ
て

み
た
い
」
を
大
切
に
し
た
学
び
の
機
会
を
作
る

 
Ⅱ
実
際
に
見
た
も
の
、
経
験
し
た
こ
と
、
景
色
や

驚
き
か
ら
、
探
究
の
学
び
を
つ
く
り
、
支
え
る

 
Ⅲ
前
向
き
に
未
来
へ
と
進
む
機
会
の
提
供

④
事
　
業
　
名
：
１
１
月
第
一
例
会

目
　
　
　
的
：
 地
方
都
市
松
本
の
理
想
的
な
「
教
育
」「
学
び
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
次
世
代
に
向
け

た
青
年
会
議
所
と
し
て
の
教
育
事
業
の
あ
り
方
を

共
有
し
、
こ
れ
か
ら
の
歩
み
の
起
点
と
な
る
提
言

を
行
う
。

方
法
・
手
段
：
 Ⅰ
事
業
の
振
り
返
り
と
検
証
を
メ
ン
バ
ー
間
で
行

う
 

Ⅱ
松
本
の
教
育
を
体
現
で
き
る
環
境
で
行
う

 
Ⅲ
委
員
会
と
し
て
の
提
言「
私
た
ち
の
役
割
と
は
」

３
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



̶19̶

20
21
年
度
　
委
員
会
年
間
事
業
計
画

Ｎ
Ｅ
Ｗ
経
済
委
員
会

◎
中
村
　
勇
一
 
〇
縣
　
　
国
佳

　
朝
井
　
宏
昭
 
　
薄
隅
　
雄
樹
 
　
小
林
　
諒
平

　
篠
原
　
翔
一
 
　
三
沢
　
祐
樹

１
）
委
員
会
方
針

Ｎ
Ｅ
Ｗ
経
済
委
員
会
は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
の
構
築
の
た
め
に
、
今
ま
で
の
自
己
利
益
追
求
型
の

経
済
第
一
主
義
で
は
な
く
、
環
境
や
生
命
本
来
の
豊
か
さ
を
追
求
し
た
、
優
し
い
経
済
活
動
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
既
存
の
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
多
面

的
な
視
野
を
持
ち
、
新
し
い
経
済
社
会
の
在
り
方
を
常
に
考
え
て
い
く
、
次
世
代
の
Ｎ
Ｅ
Ｗ
経
済
リ
ー
ダ
ー
を
一

人
で
も
多
く
生
み
出
す
き
っ
か
け
を
創
り
出
し
ま
す
。
ま
た
、
当
委
員
会
の
考
え
る
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
×
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
こ
の
ま
ち
か
ら
社
会
的
弱
者
が
一
人
で
も
多
く
救
済
さ
れ
る
持
続
可
能
な

社
会
・
経
済
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

【
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
×
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
】

２
０
２
０
年
は
世
界
的
な
経
済
活
動
の
停
滞
に
よ
り
経
済
・
人
の
働
き
方
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
経

済
活
動
が
再
び
戻
る
中
、
元
の
経
済
活
動
に
戻
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
新
た
な
経
済
活
動
を
模
索
す
る
べ
き
か
考

え
る
機
会
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
ま
た
「
新
し
い
働
き
方
」
と
い
う
言
葉
が
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
見
聞
き
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
新
し
い
働
き
方
」
に
対
す
る
様
々
な
情
報
が
溢
れ
る
中
、
当
委
員
会
で
は
既
存
の

経
済
価
値
概
念
と
は
異
な
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
目
指
す
べ
き
「
新
し
い
働

き
方
」
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
提
唱
者
の
一
人
で
あ
り
、ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
ム
ハ
マ
ド
・

ユ
ヌ
ス
博
士
が
、
自
身
の
著
書
で
定
義
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
は
、
自
分
の
利
益

だ
け
を
考
え
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
わ
り
の
人
の
こ
と
を
考
え
、
思
い
や
り
に
満
ち
た
「
利
他
の

心
」
を
持
っ
て
、
よ
り
明
る
い
豊
か
な
ま
ち
に
変
え
て
い
く
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。

企
業
や
、
こ
の
ま
ち
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
我
々
が
率
先
し
て
理
解
を
深
め
、
ま
た
現
在
こ
の
ま
ち
で
行
わ
れ
て

い
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
つ
い
て
活
動
家
か
ら
現
状
を
し
っ
か
り
と
学
び
、
過
去
の
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
の
事

業
に
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
で
、
今
後
こ
の
ま
ち
に
必
要
な
新
し
い
仕
組
み
を
考
え
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
社

会
の
た
め
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

「
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
を
！
」
を
合
言
葉
に
、
颯
爽
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

２
）
事
業
計
画

①
事
　
業
　
名
：
４
月
第
一
例
会

目
　
　
　
的
：
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
の
理
解
と
見
識

を
深
め
る
。

方
法
・
手
段
：
 Ⅰ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
概
要
。

 
Ⅱ
こ
の
ま
ち
に
お
け
る
課
題
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
分
析
公
表
。

 
Ⅲ
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
×
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
の

提
案
。

②
事
　
業
　
名
：「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
×
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
発
信
編

目
　
　
　
的
：
こ
の
ま
ち
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
。

方
法
・
手
段
：
 こ
の
ま
ち
の
諸
団
体
と
共
に
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
い
て
発
信
す
る
。

③
事
　
業
　
名
：「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
×
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
創
造
編

目
　
　
　
的
：
 次
世
代
の
Ｎ
Ｅ
Ｗ
経
済
リ
ー
ダ
ー
を
生
み
出
す

き
っ
か
け
を
つ
く
る
。

方
法
・
手
段
：
 Ⅰ
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
諸
団
体
と
共
に
つ
く
る
。

 
Ⅱ
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
実
施
す
る
。

④
事
　
業
　
名
： 「
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
×
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
承
継
編

目
　
　
　
的
：
 持
続
可
能
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
必
要
性
を

示
す
き
っ
か
け
を
つ
く
る
。

方
法
・
手
段
：
 Ⅰ
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
振
り
返
る
。

 
Ⅱ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
必
要
性
を
伝
え
る
。

３
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



̶20̶

20
21
年
度
　
委
員
会
年
間
事
業
計
画

観
光
響
和
委
員
会

◎
増
田
　
春
樹
 
〇
長
瀬
亜
沙
美

　
斉
藤
　
佳
典
 
　
髙
山
　
浩
明
 
　
渕
﨑
　
文
夫

　
本
柳
　
誠
実
 
　
百
瀬
友
志
紘
 
　
山
口
　
隆
徳

１
）
委
員
会
方
針

日
本
語
に
お
け
る
「
観
光
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
幅
広
い
。

ま
ず
は
、
観
光
す
る
側
｛
Ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ
ｅ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
｝、
観
光
さ
せ
る
（
受
け
入
れ
る
）
側
｛
Ｔ
ｏ
ｕ
ｒ
ｉ

ｓ
ｍ
｝
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
観
光
客
を
誘
致
す
る
事
業
（
観
光
産
業
）
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
Ｐ
Ｒ
｛
Ｐ

ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ
　
Ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
｝」
に
分
け
ら
れ
、「
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
し
て
は
「
自
然
」、
「
文
化
・
遺

産
」、
「
店
・
ホ
テ
ル
」、
「
食
」、
「
交
通
イ
ン
フ
ラ
」、
「
教
育
（
修
学
旅
行
）」
、「
ス
ポ
ー
ツ
」、
「
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
」
な
ど
、
我
ら
青
年
会
議
所
の
活
動
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
、
日
本

そ
し
て
世
界
か
ら
愛
さ
れ
、
二
度
三
度
訪
れ
た
い
と
思
え
る
観
光
都
市
と
な
る
た
め
に
、
Ｊ
Ｃ
だ
か
ら
こ
そ
可
能

な
活
動
を
年
間
通
じ
て
行
い
、
明
る
い
未
来
を
開
拓
し
て
い
き
た
い
。

【
２
０
２
１
年
度
 観
光
響
和
委
員
会
 活
動
の
２
本
柱
】

①
沖
縄
・
宮
古
島
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）
と
の
響
和

「
自
分
が
住
み
暮
ら
す
土
地
で
は
味
わ
え
な
い
体
験
を
す
る
」
こ
れ
こ
そ
が
観
光
の
醍
醐
味
の
一
つ
で
あ
る
。

私
た
ち
は
過
去
二
年
間
に
渡
る
宮
古
島
と
の
交
流
を
通
じ
、
宮
古
島
の
持
つ
自
然
、
文
化
、
風
土
、
人
の
温
か
さ

な
ど
に
触
れ
、
こ
の
魅
力
を
も
っ
と
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も

し
、
宮
古
島
と
松
本
が
繋
が
れ
ば
「
東
洋
一
の
ビ
ー
チ
」
と
「
日
本
の
屋
根
の
大
自
然
」
を
結
ぶ
世
界
屈
指
の
観

光
ル
ー
ト
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
本
年
度
も
新
規
就
航
へ
向
け
た
橋
渡
し
を
行
っ
て
い
く
。

②
信
州
ま
つ
も
と
空
港
を
活
か
し
た
観
光
産
業
の
Ｐ
Ｒ
※
（
発
信
）

昨
今
の
社
会
情
勢
に
よ
り
、
海
外
旅
行
や
日
本
の
大
都
市
へ
の
観
光
が
気
軽
に
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
以
前
に

も
増
し
て
地
方
へ
の
観
光
が
注
目
さ
れ
「
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
　
ｔ
ｏ
　
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、
地
方
か

ら
地
方
へ
の
観
光
と
い
う
新
し
い
価
値
観
が
広
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
地
方
か
ら
地
方
へ
ダ
イ
レ
ク
ト
に
行
く

こ
と
が
で
き
る
信
州
ま
つ
も
と
空
港
を
活
用
し
た
観
光
を
、
松
本
市
民
や
就
航
先
の
人
々
に
新
し
い
選
択
肢
と
し

て
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
地
方
空
港
を
有
す
る
者
同
士
が
互
い
を
知
り
、
理
解
を
深
め
れ
ば
、
新

た
な
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

と
は
い
え
、
そ
の
為
に
は
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
、
ま
ず
は
認
知
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
発
展
は
見
込
め

な
い
。
今
ま
で
以
上
に
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
の
各
委
員
会
、
各
地
会
員
会
議
所
、
各
団
体
、
行
政
な
ど
と
連
携
を
取
り
あ

い
、
共
に
松
本
の
可
能
性
を
発
信
し
、
世
界
基
準
の
自
然
や
文
化
を
有
す
る
松
本
や
近
隣
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
こ
の
ま
ち
の
更
な
る
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

※
PR
＝
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、一
方
的
な
「
広
告
」「
宣
伝
」
で
は
な
く
、〈
公
衆
の
良
い
関
係
づ
く
り
〉
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

２
）
事
業
計
画

①
事
　
業
　
名
：
食
文
化
で
結
ぶ
！
　
松
本
の
魅
力
再
発
見

目
　
　
　
的
：
 他
文
化
と
の
交
流
を
通
じ
て
お
互
い
の
違
い
を
知

る
こ
と
で
、
こ
の
ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
。

 
過
去
に
培
わ
れ
た
宮
古
島
と
の
連
携
を
よ
り
強
固

な
も
の
と
す
る
。

方
法
・
手
段
：
 ・
Ｊ
Ｃ
Ｉ
宮
古
の
方
々
と
の
交
流
機
会
を
創
出
す

る
。

 
・
食
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
捉
え
た
事
業
を
実
施
す

る
。

②
事
　
業
　
名
：
７
月
第
一
例
会

目
　
　
　
的
：
 空
港
を
含
め
た
松
本
の
観
光
産
業
の
現
状
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
。
さ
ら
に
、
空
港
を
活
用
し
た

観
光
の
更
な
る
可
能
性
や
、
こ
の
ま
ち
の
特
色
を

生
か
し
た
観
光
の
在
り
方
を
考
察
し
、
そ
の
後
の

事
業
展
開
に
繋
げ
る
。

方
法
・
手
段
：
 松
本
の
魅
力
を
認
識
す
る
た
め
に
、
調
査
・
分
析

を
行
い
、
観
光
産
業
の
問
題
点
や
空
港
の
利
活
用

の
あ
り
方
を
検
証
す
る
。

③
事
　
業
　
名
：
松
本
の
空
を
熱
く
す
る
２
０
２
１

目
　
　
　
的
：
 よ
り
多
く
の
松
本
市
民
や
松
本
市
の
近
隣
地
域
の

人
々
に
信
州
ま
つ
も
と
空
港
や
飛
行
機
を
利
用
し

た
観
光
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
。

 
新
規
就
航
、
そ
し
て
信
州
ま
つ
も
と
空
港
の
利
用

を
促
す
た
め
の
機
会
を
創
出
す
る
。

方
法
・
手
段
：
 信
州
ま
つ
も
と
空
港
の
利
用
促
進
に
繋
が
る
事
業

を
実
施
す
る
。

④
事
　
業
　
名
：
松
本
の
可
能
性
発
信
【
連
携
事
業
】

目
　
　
　
的
：
 ・
日
本
そ
し
て
世
界
か
ら
愛
さ
れ
る
松
本
に
な
る

た
め
に
、
ま
ず
は
「
信
州
ま
つ
も
と
空
港
を
利

用
し
て
み
た
い
」「
松
本
を
訪
れ
た
い
」
な
ど

と
空
港
を
有
す
る
Ｊ
Ｃ
Ｉ
、
そ
し
て
そ
の
地
域

の
人
々
に
思
っ
て
い
た
だ
く
。

 
・
空
港
を
有
す
る
者
同
士
が
理
解
を
深
め
て
、
新

た
な
可
能
性
を
見
出
し
、
発
信
す
る
。

方
法
・
手
段
：
 ・
年
間
を
通
じ
て
学
ん
だ
松
本
の
魅
力
、
今
後
の

松
本
の
可
能
性
を
発
信
す
る
。

 
・
空
港
を
有
す
る
各
地
会
員
会
議
所
を
松
本
に
招

待
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
の
各
委
員
会
と
連
携
し
た

事
業
を
実
施
す
る
。

３
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



̶21̶

20
21
年
度
　
委
員
会
年
間
事
業
計
画

ヘ
リ
テ
ー
ジ
継
承
委
員
会

◎
青
木
　
　
崇
 
〇
花
岡
　
　
智

　
赤
穂
　
大
樹
 
　
新
井
健
太
郎
 
　
加
藤
　
千
尋

　
川
手
　
和
磨
 
　
神
澤
　
佑
樹

１
）
委
員
会
方
針

市
民
の
誇
り
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る
の
は
、
地
域
固
有
の
自
然
、
歴
史
と
、
そ
の
中
で
築
か
れ
て

き
た
文
化
、
芸
術
、
そ
し
て
文
化
財
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
今
を
生
き
る
我
々
の
責
務

で
す
。
当
委
員
会
で
は
、こ
れ
ら
の
う
ち
地
域
固
有
の
も
の
を
ヘ
リ
テ
ー
ジ
と
定
義
付
け
、青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー

と
本
質
的
に
見
つ
め
直
し
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
文
化
芸
術
に
携
わ
る
方
々
と
交
流
を
図
る
こ
と
で
新
た
な

繋
が
り
を
形
成
し
、
市
民
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
創
造
性
溢
れ
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。
そ
し
て
、
文
化
薫
る
ま
ち
を
未
来
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
継
承
に
関
わ
る
課
題
の
持
続
可
能
な
解
決
策
を

探
求
し
ま
す
。

【
な
ぜ
今
、
文
化
芸
術
に
取
り
組
む
の
か
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
経
済
活
動
が
停
滞
す
る
中
、
文
化
芸
術
も
存
続
し
て
い
く
上
で
の
様
々

な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
勢
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
固
有
の
文
化
を
守
る
活
動
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
ペ
ス
ト
蔓
延
後
の
ル
ネ
サ
ン
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

後
の
世
界
の
再
構
築
に
あ
わ
せ
て
文
化
芸
術
運
動
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
、
将
来
を
見
据
え
て
我
々
は
次
の
文
化

拠
点
都
市
と
し
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
地
域
資
源
と
向
き
合
う
時

間
的
猶
予
が
与
え
ら
れ
た
今
、
我
々
は
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
目
の
前
に
あ
る
貴
重
な
資
産
を
、
市
民
の
手
で
磨

き
直
す
絶
好
の
機
会
を
得
て
い
ま
す
。

【
松
本
城
を
後
世
に
継
承
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
お
城
へ
の
愛
】

こ
の
地
域
に
お
け
る
文
化
的
シ
ン
ボ
ル
は
松
本
城
で
す
。
４
０
０
年
の
歳
月
が
経
っ
た
今
も
我
々
の
前
に
雄
大

に
聳
え
立
つ
の
は
、
幾
度
と
な
い
危
機
を
市
民
の
手
で
乗
り
越
え
、
幾
人
も
の
地
道
な
活
動
に
支
え
ら
れ
て
き
た

か
ら
で
す
。
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
で
、
改
め
て
市
民
が
地
元
文
化
財
に
愛
着
を
持
ち
、

継
承
す
る
た
め
の
発
信
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
三
ガ
ク
都
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
創
造
性
を
も
た
ら
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
へ
】

美
し
い
も
の
や
セ
ン
ス
の
光
る
も
の
に
触
れ
た
と
き
、
誰
し
も
高
揚
感
を
抱
い
た
り
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
降
り
て
く
る
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
ら
が
一
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
け
で
な
く
、広
く
人
々

に
共
有
さ
れ
、
日
常
生
活
や
仕
事
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
さ
が
発
揮
さ
れ
て
こ
そ
、
こ
の
ま
ち
は
文
化
薫
る
ガ
ク
都

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
合
理
性
が
飽
和
し
た
時
代
、
直
感
と
感
性
を
大
切
に
す
る
市
民
と
、
彼
ら
に
支
え
ら
れ
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
好
循
環
が
生
ま
れ
れ
ば
、
結
果
的
に
文
化
芸
術
溢
れ
る
ま
ち
を
次
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
。

２
）
事
業
計
画

①
事
　
業
　
名
：
Ｉ
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
　
松
本
城
事
業

目
　
　
　
的
：
人
々
の
松
本
城
に
対
す
る
愛
着
を
醸
成
す
る
こ
と

で
、
松
本
城
を
後
世
に
継
承
す
る
き
っ
か
け
を
作

る
と
と
も
に
、
文
化
財
へ
の
市
民
意
識
を
向
上
さ

せ
る
。

方
法
・
手
段
：
 松
本
城
に
関
わ
る
情
報
発
信
や
人
の
繋
が
り
等
を

工
夫
し
、
広
報
戦
略
を
描
く
こ
と
で
、
人
々
に
松

本
城
へ
の
愛
着
を
抱
か
せ
る
取
り
組
み
を
展
開
す

る
。

②
事
　
業
　
名
：
ヘ
リ
テ
ー
ジ
再
発
見
事
業

目
　
　
　
的
：
 こ
の
ま
ち
に
あ
る
地
域
固
有
の
自
然
、
歴
史
と
、

そ
の
中
で
築
か
れ
て
き
た
文
化
、
芸
術
、
文
化
財

に
改
め
て
市
民
の
目
を
向
け
さ
せ
て
、
こ
の
地
域

に
お
け
る
ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
価
値
と
魅
力
を
共
有
す

る
。

方
法
・
手
段
：
 こ
の
ま
ち
の
特
性
、
強
み
を
整
理
し
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
や
文
化
関
係
者
と
地
域
資
源
の
新
し
い
繋
が

り
を
形
成
し
た
上
で
、
広
報
戦
略
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
に
発
信
す
る
。

③
事
　
業
　
名
：
９
月
第
一
例
会

目
　
　
　
的
：
 文
化
芸
術
と
の
向
き
合
い
方
や
、
日
常
生
活
や
仕

事
で
一
人
ひ
と
り
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
市
民
の
価
値

観
と
意
識
を
変
革
す
る
。

方
法
・
手
段
：
 専
門
家
を
招
聘
し
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ま
ち
づ

く
り
と
市
民
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
見
解
を
共
有

す
る
。
そ
し
て
、
地
域
で
活
動
す
る
方
々
と
市
内

の
事
例
や
歴
史
を
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
目
指
す
べ

き
文
化
的
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
。

④
事
　
業
　
名
：
松
本
ル
ネ
サ
ン
ス
事
業

目
　
　
　
的
：
 ヘ
リ
テ
ー
ジ
の
再
発
見
を
踏
ま
え
、「
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
松
本
」
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提

唱
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
意
識
変
革
と
主
体
的
な

文
化
振
興
活
動
の
き
っ
か
け
と
す
る
。

方
法
・
手
段
：
 ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
文
化
関
係
者
と
地
域
資
源
の
新

し
い
繋
が
り
を
形
成
し
、
今
あ
る
文
化
芸
術
と
の

関
わ
り
方
を
共
有
す
る
こ
と
で
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
シ
テ
ィ
松
本
」
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

市
民
に
体
験
さ
せ
る
。

３
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



̶22̶

20
21
年
度
　
委
員
会
年
間
事
業
計
画

広
報
拡
大
委
員
会

◎
足
立
　
　
諒
 
〇
伊
勢
　
夏
子

　
新
井
さ
や
か
 
　
海
川
　
　
泰
 
　
大
貫
　
　
心

　
筬
島
　
正
貴
 
　
大
門
　
徳
久
 
　
茂
住
　
貴
之

１
）
委
員
会
方
針

多
く
の
つ
な
が
り
を
ツ
ク
ル
１
年
に
し
ま
す
。

よ
り
よ
い
運
動
、
よ
り
大
き
な
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
賛
同
を
得
て
、
多
く
の
仲
間
と
と
も
に

課
題
に
向
き
合
い
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
よ
り
賛
同
を
得
る
た
め
に
松
本
青
年
会
議
所
（
以
下
Ｊ

Ｃ
Ｉ
松
本
）
の
活
動
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
に
認
知
し
て
い
た
だ
き
、
共
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
発
信
を
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
と
も
に
、
事
業
へ
の
協
力
者
を
募
り
、
色
々
な
方
々
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く

り
、
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
下
の
３
つ
を
今
年
度
の
方
針
と
し
て
掲
げ
、
運
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

１
．
組
織
的
な
広
報

委
員
会
に
お
け
る
事
業
の
広
報
戦
略
は
多
種
多
様
で
す
。
委
員
会
ご
と
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
メ
ン
バ
ー

が
広
報
を
意
識
で
き
る
可
能
性
は
与
え
ら
れ
ま
す
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
と
し
て
効
率
的
で
効
果
的
な
広
報
が
で
き
て

い
る
と
は
言
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
広
報
戦
略
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
を
図
り
、
今
ま
で
の
成
功
事
例
を
基
に

Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
の
広
報
の
型
を
作
り
、
よ
り
効
率
的
で
、
よ
り
効
果
的
な
広
報
を
行
う
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

２
．
多
様
性
の
あ
る
組
織
に
向
け
た
会
員
拡
大

よ
り
良
い
運
動
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
視
点
か
ら
物
事
を
捉
え
、
質
の
高
い
議
論
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
会
員
の
多
様
性
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

会
員
拡
大
は
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
の
全
体
事
業
で
あ
る
こ
と
を
メ
ン
バ
ー
全
員
に
訴
え
か
け
、
全
員
で
取
り
組
み
ま
す
。

会
員
拡
大
を
通
し
て
メ
ン
バ
ー
の
成
長
を
促
し
、
今
後
の
組
織
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

３
．
出
向
経
験
の
共
有

Ｊ
Ｃ
Ｉ
に
は
出
向
と
い
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。
松
本
圏
域
の
外
へ
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
ま
ち
の
魅
力
で

あ
っ
た
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
の
魅
力
で
あ
っ
た
り
、
色
々
な
も
の
を
再
認
識
す
る
機
会
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
財

産
を
出
向
者
個
人
の
も
の
と
す
る
の
で
は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
に
そ
の
知
見
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。

２
）
事
業
計
画

①
事
　
業
　
名
：
広
報
事
業

目
　
　
　
的
：
 ・
事
業
や
活
動
を
発
信
し
、
会
員
拡
大
に
つ
な
げ

る
 

・
効
率
的
な
広
報
運
営
を
す
る

 
・
メ
ン
バ
ー
の
活
動
を
共
有
し
、
運
動
の
熱
を
伝

播
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
事
業
に
つ
な
げ
て

い
く

方
法
・
手
段
：
 ・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ

ｇ
ｒ
ａ
ｍ
）
更
新

 
・
Ｈ
Ｐ
更
新

 
・
広
報
活
動
の
標
準
化

 
・
シ
ニ
ア
会
へ
の
定
期
訪
問

 
・
拡
大
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
、
配
付

②
事
　
業
　
名
：
５
月
第
一
例
会

目
　
　
　
的
：
 ・
異
業
種
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ

松
本
の
運
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

 
・
会
員
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
に
多
く
の
つ
な
が

り
を
作
り
、
紹
介
者
を
募
る
き
っ
か
け
に
す
る

方
法
・
手
段
：
 ・
異
業
種
交
流
会

 
・
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
の
事
業
説
明

 
・
広
報
の
手
法
を
具
体
的
に
学
ぶ

③
事
　
業
　
名
：
知
名
度
向
上
事
業

目
　
　
　
的
：
 ・
市
民
に
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
会
員
拡
大
の
機
運
を
醸
成
す
る

 
・
多
様
性
の
あ
る
組
織
運
営
を
通
し
て
、
よ
り
多

く
の
世
代
か
ら
共
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

方
法
・
手
段
：
 ・
先
進
性
や
集
客
性
の
あ
る
運
動
を
行
う

 
・
他
団
体
や
学
生
と
協
力
し
、
事
業
活
動
を
行
う

④
事
　
業
　
名
：
出
向
者
報
告
・
壮
行
会
 

目
　
　
　
的
：
 ・
出
向
経
験
を
共
有
す
る

 
・
出
向
へ
の
理
解
を
深
め
、
メ
ン
バ
ー
の
機
会
の

提
供
に
つ
な
げ
る
き
っ
か
け
に
す
る

 
・
次
年
度
出
向
予
定
者
に
責
任
と
自
覚
を
促
す

方
法
・
手
段
：
 ・
出
向
者
か
ら
の
報
告

 
・
次
年
度
出
向
予
定
者
の
紹
介

⑤
事
　
業
　
名
：
１
２
月
第
一
例
会
 

目
　
　
　
的
：
 ・
１
年
間
を
振
り
返
り
、
各
委
員
会
の
目
的
達
成

状
況
を
検
証
、
共
有

 
・
広
報
、
拡
大
活
動
の
検
証
と
次
年
度
へ
共
有

方
法
・
手
段
：
 ・
２
０
２
１
年
度
の
事
業
活
動
の
振
り
返
り

 
・
広
報
、
拡
大
活
動
の
結
果
報
告
、
検
証

３
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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20
21
年
度
　
委
員
会
年
間
事
業
計
画

未
来
の
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
育
成
委
員
会

◎
上
原
　
聖
二
 
〇
間
瀬
　
大
吾

１
）
委
員
会
方
針
 　
『
大
き
な
枠
組
み
で
物
事
を
と
ら
え
、
地
域
で
躍
動
す
る
人
財
へ
』

～
新
し
い
仲
間
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

◇
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン
か
ら
一
歩
踏
み
出
そ
う
！

◇
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
深
く
関
わ
り
、
人
生
の
転
機
と
し
よ
う
！

◇
新
し
い
概
念
と
向
き
合
い
、
多
様
な
主
義
主
張
を
プ
ラ
ス
に
変
換
し
よ
う
！

◇
か
け
が
え
の
な
い
経
験
や
達
成
感
そ
し
て
感
動
を
表
現
し
、
学
び
へ
と
昇
華
し
よ
う
！

【
青
年
会
議
所
の
基
礎
の
習
得
】

社
会
へ
の
奉
仕
：
事
業
に
は
目
的
が
あ
る
。
常
に
目
的
意
識
を
持
ち
な
が
ら
一
つ
の
事
を
成
し
遂
げ
る
経
験
を

し
、
事
業
構
築
の
基
礎
を
習
得
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、
気
持
ち
を
切
ら
す
こ
と
な
く
報
告
・
検
証
も
大
切

に
し
、
事
業
を
重
ね
る
ご
と
に
明
確
な
進
化
や
成
長
に
繋
げ
ま
す
。

個
人
の
修
練
：
新
し
い
環
境
で
の
経
験
は
、
全
て
が
修
練
と
言
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
同
期
メ
ン
バ
ー
と

苦
楽
を
分
か
ち
合
い
、
そ
し
て
高
め
合
い
、
最
後
に
は
笑
顔
で
締
め
く
く
れ
る
よ
う
に
導
き
ま
す
。

ま
た
、
達
成
感
や
感
動
を
決
し
て
体
感
だ
け
で
は
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
言
語
化
し
、
更
に
は
表
現
を
す
る
こ
と

で
よ
り
深
い
学
び
へ
と
昇
華
さ
せ
ま
す
。

同
期
の
友
情
：
同
期
の
関
わ
り
は
一
生
の
友
情
と
な
り
ま
す
。
多
様
な
メ
ン
バ
ー
の
個
性
を
存
分
に
引
き
出

し
、
明
る
く
前
向
き
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
 Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

【
姉
妹
青
年
会
議
所
・
友
好
青
年
会
議
所
と
の
連
携
】

世
界
と
の
友
情
・
他
地
域
と
の
交
流
：
こ
れ
ま
で
新
入
会
員
が
、
世
界
や
国
内
の
姉
妹
青
年
会
議
所
・
友
好
青

年
会
議
所
と
の
友
情
を
築
く
主
役
と
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
は
、
こ
の

機
会
の
提
供
を
存
分
に
活
か
し
、「
相
手
を
深
く
知
る
」「
リ
ス
ペ
ク
ト
し
学
ぶ
こ
と
」「
お
も
て
な
し
の
心
」

を
大
切
に
し
、「
私
た
ち
の
交
流
」
か
ら
「
市
民
間
で
の
交
流
」
と
い
っ
た
視
野
を
広
げ
た
思
考
で
物
事
考
え

ら
れ
る
よ
う
な
、
魅
力
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
と
な
る
よ
う
全
力
で
導
き
ま
す
。

２
）
事
業
計
画

①
事
　
業
　
名
：
メ
ン
バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

目
　
　
　
的
：
運
動
の
本
質
を
理
解
し
、
資
質
の
向
上
・
修
練
・

自
己
の
表
現
の
場
と
す
る
。

方
法
・
手
段
：
 ・
例
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
設
営
・
運
営
。

 
・
理
事
会
議
事
録
作
成
の
実
施
。

 
・
シ
ニ
ア
と
の
交
流
及
び
取
材
。

 
・
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
。

②
事
　
業
　
名
：
松
本
子
ど
も
ま
つ
り

目
　
　
　
的
：
 ・
対
外
事
業
を
通
し
、
企
画
運
営
能
力
を
養
う
。

 
・
事
業
を
通
し
、
新
入
会
員
間
で
の
仲
間
意
識
を

高
め
る
。

方
法
・
手
段
：
 ・
松
本
青
年
会
議
所
ブ
ー
ス
の
企
画
・
運
営
。

 
・
松
本
子
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
へ
の
参
画
。

③
事
　
業
　
名
：
８
月
第
一
例
会

目
　
　
　
的
：
 ・
世
界
と
の
友
情
の
重
要
性
の
共
有
。

 
・
台
南
女
国
際
青
年
商
會
交
流
３
０
周
年
事
業
に

向
け
た
意
識
の
高
揚
。

方
法
・
手
段
：
 ・
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
ま
ち
の
発

展
 

・
を
国
際
的
な
視
点
を
交
え
考
え
る
場
と
す
る
。

⑤
事
　
業
　
名
：
台
南
女
国
際
青
年
商
會
交
流
３
０
周
年
事
業

目
　
　
　
的
：
 ・
国
際
交
流
を
こ
の
ま
ち
の
発
展
に
繋
げ
る
。

 
・
台
南
Ｌ
Ｊ
Ｃ
と
の
友
情
の
再
確
認
・
発
展
の
機

会
の
創
出
。

 
・
こ
れ
ま
で
の
交
流
へ
の
感
謝
を
表
す
。

方
法
・
手
段
：
 ・
台
南
Ｌ
Ｊ
Ｃ
来
松
・
お
も
て
な
し
。

 
・
台
南
Ｌ
Ｊ
Ｃ
×
市
民
×
Ｊ
Ｃ
Ｉ
松
本
の
交
流
。

 
・
３
０
周
年
記
念
式
典
の
企
画
運
営
。

３
）
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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２０２１年度　公益社団法人日本青年会議所
北陸信越地区　組織構成図
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公益社団法人　日本青年会議所　2021年度基本資料　組 織 図
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2021年度　理事長嘱託団体名役職一覧

松本市・ソルトレークシティー姉妹提携委員会

さわやか信州松本フェスティバル組織委員会

松本市明るい選挙推進協議会

街を花いっぱいにする会

松本市教育委員会

松本市・海外都市交流委員会

夏まつり松本市ぼんぼん実行委員会

松本市青少年健全育成市民大会

まつもと市民祭松本まつり実行委員会（武者行列・ミス松本審査員）

国宝松本城氷彫フェスティバル実行会

松本市三献運動推進協議会

中部縦貫自動車道の早期建設を進める会

「国宝松本城を世界遺産に」推進実行委員会

ネイチャリングフェスタ「自然と遊ぼうｉｎ松本」実行委員会

松本市歴史的風致維持向上協議会

松本市ノーマイカーデー推進市民会議

松本マラソン実行委員会

松本市あめ市実行委員会

松本古城会

松本市青少年問題・いじめ問題対策連絡協議会

松本市環境衛生協議会連合会

松本市交通安全市民運動推進会

松本市国際音楽推進団体協議会

地域高規格道路松本糸魚川連絡道路長野県側ルート建設促進協議会

中央東線高速化促進広域期成同盟会

平和・国際交流に関わる留学生スピーチコンテスト実行委員会

長野県献血推進協議会

信州まつもと空港地元利用促進協議会
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賛　助　会　員

1 ㈱ 八 十 二 銀 行　 松 本 営 業 部 様

2 ㈱ 長 野 銀 行　 本　　　 店 様

3 松 本 信 用 金 庫　 本　　　 店 様

4 長 野 県 信 用 組 合　 松 本 支 店 様

5 信 濃 毎 日 新 聞 ㈱　 松 本 本 社 様

6 信 越 放 送 ㈱　 松 本 放 送 局〔SBC〕 様

7 ㈱ 長 野 放 送　 中 南 信 支 社〔NBS〕 様

8 ㈱ テ レ ビ 信 州　 本　　　 社〔TSB〕 様

9 長野朝日放送㈱　中南信支社〔ABN〕 様

10 ㈱ 市 民 タ イ ム ス 様

11 ㈱テレビ松本ケーブルビジョン〔TVM〕 様

12 中部電力パワーグリッド㈱　松本営業所 様

13 公 益 社 団 法 人　 才 能 教 育 研 究 会 様

14 学 校 法 人　 未　 来　 学　 舎 様

15 ㈱ 信 濃 毎 日 新 聞 松 本 専 売 所 様

16 ㈱ M G プ レ ス 様

17 ア サ ヒ ビ ー ル ㈱　 長 野 支 店 様

18 中 日 新 聞　 長 野 広 告 社 様

19 ㈱ 読 売 新 聞　 松 本 広 告 社 様

20 松 本 館 ㈱ 様

21 ブ リ ヂ ス ト ン タ イ ヤ　 長 野 販 売 ㈱ 様

22 ㈱ 県 設 計 様

23 ㈱ 第 一 印 刷 様






